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【調査研究のまとめ】
群馬県の明和町及び東武伊勢崎線川俣駅を訪問し、駅周辺整備とまちづくりについて学んだ。明和町と当町には共通するところも多く、目指す駅の構造やその規模、そして建設費用などとても類似していたため、見聞きしたことの全てに現実感があり、先進地からの適切な示唆と受けとめた。　さて、小川町駅周辺整備を推進するに当たり、毎日1000人もの利用客が乗り降りしている駅の利便性向上を図ることはもとより、コンパクトシティ・プラスネットワークの理念に沿った、住居・医療・福祉・商業・公共交通などの都市機能の誘導により、町の活性化に大きくつながる、まちづくりの総合政策であることを肝に銘じスピード感を持って進めなければならない。

研究テーマ

駅周辺整備とまちづくり
日 時　平成30年11月12日（月）〜13日（火）
場　　所　群馬県 明和町（東武伊勢崎線川俣駅）
出席委員　井口亮一委員長　柴崎 勝副委員長　　 金子美登・山口勝士・大戸久一 各委員

【経済建設常任委員会】

当議会では、毎年３月定例会で各常任委員会における調査研究のまとめを、会議規則に基

づき「議長」に報告しています。町が取り組む多くの事務事業から、常任委員会の所管ご

とに重要課題を見定め、先進地での視察研修を行っています。

今回は、調査研究のまとめをレポート仕立てで報告します。

報告の全文は、町ホームページの「会議録の検索と閲覧」ページで
ご覧いただけます。（３月定例会の会議録は５月末ごろ掲載予定です）

【調査研究のまとめ】

　平成26年８月30日、「４年後には財政再生団体へ」と報道されてからわずか４年余り、富津

市は不覚にも張られた不名誉なレッテルから脱却し、短期間で財政運営を立て直した。市はその

年に「財政健全化対策会議」を副市長を中心に、経営改革に向け最小の経費で最大の効果を上

げるための収支改善策を推進した。当町においても消滅自治体とささやかれ危機的な財政状況で

あり、経営的視点を備えた意識改革が必要である。また、大胆な発想とスピード感を備えた行動

力を持って、この難局を乗り越えなければならない。将来にわたり持続可能な行政運営執行のた

め、今こそ町長には町の先頭に立ちリーダーシップを発揮していただくことを強く期待する。

【総務常任委員会】
研究テーマ

行財政改革
日　　時　平成31年1月20日（日）〜21日（月）

場　　所　千葉県 富津市

出席委員　松葉幸雄委員長　笠原規弘副委員長

　　　　　戸口 勝・松本修三・宮澤幹雄・

　　　　　田中照子 各委員

【調査研究のまとめ】

遠野市総合食育センターは、市長の「総合力で取り組み

なさい」の号令で、構想から建設に至るまで総勢7課によ

りつくり上げられた。市内の全小中学校16校の給食を賄

うのと同時に、「食育の推進」「地産地消の推進」「高齢者

への配食」「災害時の炊き出し」の機能を有し、市民の健康を『食』で支える考えを備え持つ。当町では、

老朽化した施設のあり方を検討・選択する時期は近いと考えるが、給食は「地域の食文化の継承」、「健

康意識の醸成」も含まれている大切な事業である。さらに、医療費抑制や健康寿命の延伸を考えると「食

育」も重要である。今後は、各課が持つ経験と知識を生かし、全庁での早期取り組みを強く望む。

【厚生文教常任委員会】
研究テーマ

学校給食センターのあり方と食育
日 時　平成30年11月5日（月）〜6日（火）

場　　所　岩手県 遠野市総合食育センター

出席委員　島﨑隆夫委員長　髙橋さゆり副委員長
　　　　　根岸成美・笠原 武 各委員

3常任委員会での調査研究のまとめは、本会議で議長に報告された。
議長がしっかりと受けとめて町長に要望書を提出。町長のリーダー
シップに期待する。 23

要望1  「どれも平等に扱う」といった考えを一

時的に廃止し、町職員、議会をはじめ町民までも

痛みを伴った経営施策を展開する。持続可能な行

政運営のため、今こそ、町長には批判や非難を恐

れることなく、町の先頭に立ってリーダーシップ

を発揮していただきたい

要望2  小川町駅周辺整備を推進するにあたり、

コンパクトシティ・プラスネットワークの理念に

沿った、住居、医療、福祉、商業、公共交通など

の都市機能の誘導により、町の活性化に大きくつ

ながる、まちづくりの総合政策であることを肝に

銘じ、スピード感を持って進めること

要望3  現在配食されている学校給食は、まさ

にふるさとの味である。給食センターの在り方を

考えるうえで、単に財政上の問題だけで進むこと

なく、地域の宝である子供たちの将来への投資の

意味を考慮しつつ、早期判断を望む

要望4  食育は、心身の健康に影響が大きいと

されている。医療費の抑制や健康寿命の延伸への

繋がりを含めて、幼少期から高齢期に至るまでの

指導、及び支援をさらに強化することを望む

要 望 書町長に

「要望書」を提出！

「調査研究のまとめ」
─ “まちづくり”へつなげる─
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